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平成２８年度　第５回全体庁議（８月２５日開催）

（５）とかち帯広空港の経営改革について[商工観光部]審議 ・ 報告

　■　提案・報告の趣旨

　とかち帯広空港の経営改革の検討のために参画している「北海道における空港経営改革に関する協議会」などにおける協議内

容等について報告したもの。

平成28年9月6日　第4回北海道における空港経営改革に関する協議会　出席

　　　　　　　　　　※北海道発の提案（素案）の提示と意見交換　[予定]

平成28年9月8日　第6回道内空港の運営に関する検討会議　出席

平成28年9月9日　産業経済委員会へ報告

・特になし

　■今後のスケジュール

　■　審議結果

　■　その他、指摘事項等

　■　提案・報告の主な内容(概要)

○「北海道発の提案」の取りまとめに向けた取組み

(1)「北海道発の提案」の概要

　「北海道発の提案」は、道内複数空港一括民間委託に関し、道が、民間委託を検討する空港立地自治体等聴取した意見を参考

にし、国に対し北海道としての意見を示すもの。7月25日開催の「第2回北海道における空港経営改革に関する協議会」において、

その具体的内容が柱立てとして示された。

　　1)北海道における空港経営改革の目的

　　2）解決すべき課題と期待する効果

　　3）空港経営改革への基本的な対応方針

　　4）各空港毎の課題や目指す姿

(2)第2回北海道における空港経営改革に関する協議会での空港立地自治体に対するヒアリングの概要

①帯広市の発言要旨

・道内空港一括民間委託の取組みが、とかち帯広空港の特徴・地域資源を活かした「新たな空港価値の創造」や「地域価値の向

上」につながり、さらに、十勝の持続的な発展と、より直接的な地域振興に寄与するものでなければならない。

・地域における検討の中でも「地域の意向の反映」や「今後の国からの支援」などを懸念する意見があり、北海道は地域個々の懸

念をはるかに超える、大局的かつ戦略的な観点からの全体戦略を示すことが必要。

②議論の主なポイント

・国の取組みに関するもの・・・スキーム策定や事業者選定に関与できる仕組みの構築、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　インバウンド増加に対応した受入れ環境の整備など

・北海道の取組みに関するもの・・・道内一括民間委託の必要性の明示、複数空港の一括民間委託における調整など

・民間事業者等の取組みに関するもの・・・地域との共生、地元の取組みへの積極的参画、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 地元企業との関係継承、雇用の継続など


